
ご使用前に必ずよくお読みください。

本書はいつでも使える所に保管してください。



はじめに

安全且つ適正な状態で永くご使用いただくために必要な取扱要領および注意事項を説明してあります。

本書は油圧脱着式スワップウイングボデーの油圧開閉装置について説明してあります。

その他の脱着ボデー全般に関する説明は、「脱着ボデー取扱説明書」をあわせて参照して頂くよう

お願い致します。

運行する前に必ずお読みになり十分理解をしてください。

万一取扱いを誤ると故障や事故の原因となります。

本書に従った正しい使い方で、安全作業に努めて下さい。

危険防止のための情報表示について

：取扱いを誤った場合、死亡または重傷を負うことにいたる切迫した状況を示します。

　

：取扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う可能性がある状況を示します。

　

：取扱いを誤った場合、軽傷または中程度のけがをする可能性がある状況、

　または物的損害の発生する可能性がある状況を示します。

　

危険

警告

注意
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１．主要構造の説明

油圧開閉式スワップウイングはスワップボデーにバッテリーと油圧パワーユニットを備え、ボデー

単体で油圧による羽根の開閉を行う構造です。

また、ボデー外部から電源を供給することにより、羽根の開閉とボデー側のバッテリーを充電する

ことができます。

２．各部の名称

車両前方

パワーユニット 左羽根操作スイッチ

バッテリー

ウイング電源コンセント

右羽根操作スイッチ

ウイングメインスイッチ

ボデー側

バッテリースイッチ

キャリア側バッテリースイッチ

ウイング電源ケーブルホルダー
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３．取扱注意事項

 

ボデーをキャリアから切り離す際は、必ずウイング電源ケーブルをボデーから切り離してくださ
い。
ウイング電源ケーブルを接続したままキャリア切り離し操作を行うと、ウイング電源ケーブルの損
傷およびボデーの転倒を引き起こす恐れがあります。

・ボデーをキャリアから切り離す場合は、必ずウイング電源ケーブルをボデーから切り離し、ホル
ダーに収めてください

・ウイング電源ケーブルを接続しないときはボデー側とキャリア側のバッテリースイッチを必ず
OFFにしてください

・キャリア積載時は電源ケーブルを接続し、ボデー側とキャリア側のバッテリースイッチをONにし
てください(ボデー側のバッテリーが充電されます)

ウイング電源ケーブルの脱着時はボデー側、キャリア側ともバッテリースイッチをOFFの位置にし
てください。ONのままケーブルの脱着を行うと感電の恐れがあります。

警告

警告
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４．ウイング電源ケーブル接続手順

４－１．ボデー側バッテリースイッチがOFFになっていることを確認してください。

４－２．キャリア側バッテリースイッチがOFFになっていることを確認してください

４－３．ボデー側のウイング電源コンセントにキャリア側のウイング電源ケーブルのプラグを接続して

ください

４－４．電源ケーブル及びコンセントのプラグに溝及び突起が付いている為、コンセントへ差込後、

　　　溝に沿って電源ケーブルを回転させてください

４－５．電源ケーブルを軽く引っ張り、コンセントからケーブルが抜け落ちない事を確認してください

４－６．キャリア側のバッテリースイッチをONにしてください

４－７．ボデー側のバッテリースイッチをONにしてください

５．ウイング電源ケーブル切り離し手順

５－１．ボデー側バッテリースイッチをOFFにしてください

５－２．キャリア側バッテリースイッチをOFFにしてください

５－３．電源ケーブルを回転させて、ケーブル及びボデー側コンセントの溝に引掛りが無い事を

　　　　 確認してください

５－４．ボデー側コンセントからウイング電源ケーブルのプラグを抜き、ホルダーに収めて

　　　　 バンドでケーブルを固定してください

６．ウイング開閉操作手順

６－１．ボデー側バッテリースイッチがONであることを確認してください

６－２．(キャリア積載時のみ)ウイング電源ケーブルがボデーに接続されキャリア側バッテリースイッチ

がONであることを確認してください

６－３．ウイングメインスイッチにキーを差し込んでください

６－４．ウイングメインスイッチをONの位置にしてください

６－５．開閉を行う側のウイング操作スイッチで開閉操作を行ってください

６－６．作業完了後はウイングメインスイッチをOFFの位置にして、キーを抜いてください

６－７．(自立時のみ)ボデー側バッテリースイッチをOFFにしてください
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